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夏の風物詩である8区恒例の花火大会が8月16日に 

行なわれました。 

打ち上げ花火や仕掛け花火などに、拍手と感動の声が 

起こっていました。 

点
 

楊
 今

月
か
ら
公
立
の
学
校
 

は
、
毎
月
第
二
土
曜
日
が
 

休
み
と
な
る
。
多
く
の
こ
 

ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
こ
と
だ
 

ろ
う
。
私
た
ち
大
人
は
、
 

果
た
し
て
こ
の
子
た
ち
の
 

気
持
ち
を
が
っ
ち
り
と
受
 

け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
 

だ
ろ
う
か
。
 
い
よ
い
よ
 
「
学
校
週
五
日
 

制」 

の
ス
タ
ー
ト
だ
▼
楽
し
い
夏
休
み
 

が
終
わ
っ
た
。
「
童
謡
の
ま
ち
づ
く
り
」
 

を
進
め
る
町
は
、
夏
休
み
ど
こ
ろ
で
は
 

な
い
。
秋
に
開
催
す
る
「
童
謡
ま
つ
り
」
 

の
準
備
に
懸
命
だ
。
再
建
団
体
の
た
め
 

継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
 
「
童
謡
ま
つ
 

り
」
、
か
ろ
う
じ
て
「
ふ
る
さ
と
創
生
資
 

金」 

で
救
わ
れ
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
 

「
童
謡
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
を
成
功
さ
せ
る
 

ぞ
と
、
夏
休
み
を
返
上
し
て
の
団
員
集
 

め
、
そ
し
て
練
習
、
昨
年
は
、
子
ど
も
 

た
ち
が
そ
の
主
役
を
買
っ
て
出
た
。
今
 

年
は
三
人
の
高
校
生
の
応
募
が
目
を
引
 

く
▼
今
回
は
大
人
の
出
演
者
が
三
十
人
、
 

子
ど
も
た
ち
が
三
十
人
、
ほ
か
に
合
唱
 

団
や
文
化
団
体
が
出
演
の
予
定
だ
。
は
 

た
し
て
予
定
ど
お
り
出
演
者
が
集
ま
 

る
か
、
昨
年
に
比
べ
れ
ば
セ
リ
フ
も
 

多
く
な
っ
た
し
、
演
技
力
も
問
わ
れ
 

る
、
事
務
局
の
心
配
は
募
る
ば
か
り
 

で
あ
る
▼
「
学
校
五
日
制
」
が
ス
タ
ー
 

ト
し
た
。
「
生
き
方
」
 
の
問
題
が
問
わ
 

れ
る
。
「
団
員
募
集
」
 
に
応
募
し
た
三
 

人
の
高
校
生
、
「
、
、
、
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
 
は
 

こ
の
子
た
ち
に
新
し
い
「
生
き
方
」
を
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
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子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
に
ゆ
 

と
り
が
な
く
、
疲
れ
て
、
自
立
し
き
れ
 

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
 

家
庭
や
地
域
社
会
で
も
、
子
ど
も
が
 

主
体
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
 

確
保
し
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
中
で
、
 

遊
び
を
通
し
て
豊
か
な
感
性
や
創
造
性
、
 

社
会
性
を
は
ぐ
く
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

お
と
な
は
遊
び
の
仕
か
け
人
に
な
り
、
 

「
家
庭
・
地
域
の
二
日
制
」
と
位
置
付
け
 

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

「遊びの中に学習が」 
8月24日の週5日制の講演にて 

×
九
月
十
ニ
日
出
か
ら
、
学
校
週
五
日
制
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
ン
 

毎
月
一
回
、
第
ニ
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。
明
治
五
年
の
学
制
発
布
 

以
来
、
百
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
週
六
日
が
、
週
五
日
に
変
 

わ
る
と
い
ー
っ
大
改
革
と
な
り
ま
す
。
 

「
学
校
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
通
う
も
の
」
 
い
ま
、
こ
の
当
秋
「
の
 

よ
う
な
制
度
が
「
な
ぜ
」
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

子
ど
も
た
ち
は
、
「
ど
こ
で
」
「
だ
れ
と
」
「
ど
の
よ
・
つ
に
」
過
ご
し
た
 

ら
よ
い
の
で
し
よ
う
か
。
 
こ
れ
を
よ
い
機
ム
「
と
し
て
、
子
ど
も
と
お
と
な
 

ふ
本
気
で
関
わ
り
、
教
育
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

×
 

」講 

》
議
熱
」
事
ど
も
ー
た
ち
は
・
轟
 

」

一

」

一

 

月
一
回
の
学
校
週
五
日
制
が
行
わ
れ
 

る
学
校
は
、
全
国
の
国
公
立
の
幼
稚
園
、
 

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
盲
・
 

ろ
う
・
養
護
学
校
で
す
。
私
立
の
学
校
 

に
も
で
き
る
だ
け
歩
調
を
あ
わ
せ
る
よ
 

う
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

情
報
化
、
国
際
化
、
核
家
族
化
、
高
 

齢
化
社
会
と
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
 

社
会
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
な
っ
 

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

今
後
も
さ
ら
に
激
し
い
社
会
変
化
が
 

予
想
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
対
応
し
て
い
 

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

現
代
っ
子
は
一
般
的
に
、
指
示
待
ち
、
 

指
導
力
不
足
、
無
関
心
・
無
感
動
・
無
 

気
力
な
ど
生
活
感
に
乏
し
く
、
人
間
性
 

や
社
会
性
が
未
発
達
で
あ
る
、
と
指
摘
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
場
で
 

あ
る
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
、
社
 

会
変
化
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
 

十
分
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
見
ら
 

一
一
動
一
を
葦
お
一
 

家

庭

で

は

 

．
日
ご
ろ
か
ら
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
 

ん
な
ど
が
し
て
い
る
、
炊
事
・
洗
た
 

く
・
そ
う
じ
・
日
曜
大
工
な
ど
を
積
 

極
的
に
手
伝
わ
せ
て
み
る
。
 

，
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
で
き
る
遊
び
や
 

行
事
を
通
し
て
、
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
 

増
や
す
。
 

，
子
ど
も
た
ち
自
体
が
選
ぶ
、
遊
び
な
 

ど
の
主
体
的
な
生
活
を
見
守
り
、
援
 

助
す
る
。
 

い
ろ
ん
な
施
設
で
 

．
図
書
館
、
美
術
館
、
青
少
年
科
学
館
 

な
ど
の
施
設
を
利
用
し
、
自
分
自
身
 

が
直
接
関
わ
る
。
 

，
公
民
館
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
利
 

用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
サ
ー
 

ク
ル
活
動
（
ス
ポ
ー
ッ
・
文
化
サ
ー
 

ク
ル
な
ど
）
に
子
ど
も
同
士
や
親
子
 

で
積
極
的
に
参
加
し
て
み
る
。
 

地

域

で

は

 

．
公
民
館
な
ど
で
開
か
れ
る
い
ろ
い
ろ
 

な
催
し
に
参
加
し
て
み
る
。
 

．
運
動
会
、
文
化
祭
、
お
祭
り
な
ど
地
 

域
行
事
に
参
加
し
て
み
る
。
 

，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
（
清
掃
・
廃
品
 

回
収
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
）
に
 

参
加
す
る
。
 

，
広
場
な
ど
で
近
所
の
人
た
ち
と
交
流
 

を
深
め
る
。
 

ち
 

8
 い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
 

「かえるの学校」（町内の共働らきの家 

庭の子を対象に行なっている「学童保育D 
のおともだちは、 8月12日の暑い中、手 

づくりの折り紙をもって 「慶寿園」 を訪 

門しました。おじいちゃん、おばあちゃ 
んの肩たたきや、歌をうたったり、食事 
をしたり、楽しい一日をすごしました。 

: 

雨で延期になっていた、子供会育成会 
主催の親子ソフトボール大会が、 8月2 

日、ナイターで行われました。 

お母さんも、子供に負けじと一生けん 
めい。決勝は、20支所と7支所で行われ、 
圧倒的な強さで、20支所チームが優勝し 
ました。 

ナ
イ
タ
ー
”
、
・
》
r

ー
ム
ー
フ
ン
り
」
／
 

］
ノ
『
ズ
ー
ー
 
て
・
一
ー
z

一
一
》
、
》
ナ
」
ノ
 

れ
ま
す
。
 

学
校
教
育
で
は
、
と
も
す
れ
ば
知
識
 

を
伝
え
る
こ
と
に
か
た
よ
る
傾
向
が
見
 

ら
れ
、
画
一
化
、
硬
直
化
と
の
指
摘
が
 

あ
り
ま
す
。
 

家
庭
で
は
「
物
」
 
を
あ
た
え
、
過
保
 

護
に
育
て
、
教
え
る
べ
き
こ
と
を
教
え
 

町税や水道使用料・町営住宅家賃などの口 

座振替を行なっています。「うっかり忘れた・・」 

そんな経験ありませんか。 

●手続きは簡単です 

取扱金融機関または役場でして下さい。 

●必要なもの 

通帳と届印を準備して下さい。 

●利用できる金融機関 

西日本銀行・福岡銀行・田川信用金庫 

赤池郵便局・田川農協・福岡県労働金庫 
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こんなことも・・・ 

＜かえるの学校より＞ 

な
く
、
学
校
に
任
せ
っ
放
し
な
ど
、
放
 

任
的
な
面
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
地
域
で
は
、
「
遊
び
」
 
「
自
然
 

体
験
」
「
社
会
体
験
」
が
少
な
く
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

子
ど
も
の
自
主
的
活
動
団
体
で
あ
る
 

「
子
ど
も
会
」
 
に
お
と
な
が
「
こ
ー
せ
ん
 

ね
」
「
あ
ー
せ
ん
ね
」
と
表
だ
っ
て
介
入
 

し
、
体
験
を
阻
む
こ
と
も
聞
き
ま
す
。
 

（義舞か5：華う 
浅野響慎喜ごく： ・ん 

（堀：、： 

鷲
曜
日
燃
体
み
管
A
響どで】糾一一 

ュ
れ
海
か
。
釣
り
ゼ
肥
た
・
い
し
、
占
プ
z
% 

」『
in

シ
も
し
た
い
。
も
】
『
ブ
腹
い
っ
ば
い
 

遊
び
難
か
と
思
う
ゴ
 

（市場小も驚 
谷 明子「さ 
（草 場） 

土
曜
（
（
呆
『
体
み
に
な
り
る
の
は
驚
の
 

じ
い
。
勉
強
の
後
習
と
予
習
が
で
き
 

ン
る
し
、
ま
た
）
J

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
「
の
お
 

’」’’灘曹「「I夢’剥「；：掌 
％伝 

ー（赤池中2年）:: 

斉」藤 ・徹くん 
×県営伏原） ・h、 

J二：' 

夢
占
休
み
が
増
え
る
こ
と
ば
と
て
も
）
プ
・
れ
ー
 

し
い
。
『
友
落
ぢ
と
話
を
す
る
こ
ー
 

も
で
 

き
る
し
、
ま
あ
好
き
な
遊
び
を
思
・
い
ら
 

き
サ
舞
渡
・
い
・
。
J
」
ぢ
ょ
っ
懸
一
勉
強
も
鱗
γ
一
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~差別線 

んなの責任 

部
落
差
別
を
な
令
 

「
郎
織
麗
雛
撫
鵬
鷲
縫
腎
家
か
ら
町
か
ら
社
会
か
ら
」
を
ぬ
轟
響
鷲
 

七
月
の
」
・
ケ
月
間
い
地
域
で
い
家
庭
】
で
譜
り
か
・
活
動
し
た
 ュ
電
意
義
あ
る
簿
曽
 

一
墨
当
か
差
別
の
漢
態
を
正
ん
×
驚
解
む
か
苓
後
為
い
m
社
会
生
潜
が
 

「
差
制
」
藩
餐
ぷ
す
難
婆
『
お
互
い
人
権
学
習
を
進
め
ま
し
ょ
．
競
 

' ' 
M 馴→tl'v!I,7 

赤池中2年木村真理さん（8の1 ) 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
7
月
 23 

日
か
ら
8
月
 21 

日
ま
で
 

【
香
典
返
し
】
o

堀
川
繁
（
堀
田
）
o

桃
 

坂
美
智
子
（
小
藤
団
地
）
o

山
根
年
子
（
皿
 

山
）
o

林
ト
キ
ェ
（
伏
原
4
)o

森
ト
モ
子
 

（
稲
荷
2
)o

藤
井
武
二
（
稲
荷
2
）
以
上
 

六
件
で
十
三
万
円
で
す
。
 

【
賛
助
会
員
】
（
個
人
、
一
般
一
口
廿
千
 

円
）
o

沢
永
孝
美
廿
一
口
 

【
寄
付
】
o

山
崎
正
人
廿
五
千
円
o

市
 

場
支
部
子
供
会
廿
一
万
円
o

匿
名
の
人
 

（
一
件
）
廿
千
円
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

上
野
三
区
子
供
 

会
育
成
会
廿
一
万
円
o

福
祉
バ
ス
内
 

「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
廿
七
万
六
千
六
百
 

三
十
五
円
 

洋
”
】
”
”
"
"
”
】
雄
、
．
敏
敏
，
”
‘
、
沖
”
？
敏
陣
＼
」
【
 

上野小5年 市場小5年 

安永留美さん 遠矢由香さん 
（山 崎） （緑ケ丘N T) 

こ
の
作
品
は
、
同
和
問
題
啓
発
 

強
調
月
間
に
ち
な
み
、
小
・
中
学
 

校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
 

作
品
の
一
部
で
す
。
 

日
～
叱
見
ぬ
、
ふ
リ
を
、
、
 

自
体
り
舞
司
 
ー
 

赤
出
中
中
j
 り
、
域
・
り
善
？
愛
 

級
一
年
ー
日
高
 
阜
 ‘苗 

赤池中2年木村 仁くん（草 場） 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

o
上
野
四
区
H
盆
踊
り
慰
間
金
一
封
 

9月福祉センターの行事 
。休館日 7日・14日司5日・20日・21日・23日・28日 

。心配ごと相談日 8日・ワ日・27日 

（午後11時～午後3時釦分まで） 

。健康相談日 8日（午前10時30分～午後2時まで） 

。仏教講演会11日（午前11時より） 

。演芸入館者の方へご自由に舞台を提供しています 

。福祉バス運行日 平常どおり運行します 

※ゲートボール場も自由にご利用下さい（ナイター可） 

難まI 月 

繊 盤
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について 口腔内の状況 

歯石除去が必要 

ブラッシングが必要 
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う歯治療が必要 

補綴物修理が必要 
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通
商
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業
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で
は
、
 
10 

月
1
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現
在
 

で
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業
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計
調
査
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）
を
行
 

い
ま
す
。
調
査
員
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ま
し
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お
願
い
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ま
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。
 

筒業統計調査ー徴飲舞‘ 
準成48 iコ- 1E 

, 

田川市 

（美術館） 

①石井利秋絵画展 

炭坑の哀歓を約100点の油絵と 

デッサンで 9月1日～20日 

②九州交響楽団、筑豊青少年交 

響楽団コンサート 

9月12日18時～入場無料 

。日本女子ソフトボール西日本 

リーグ福岡大会 

9月5日14時6日10時7日10時 

・田川市民球場 

・石炭記念公園球場 

。人形劇「マウイチキチキ」 9月8日 

18時30分田川青少年文化ホール 

方城町 

。町民運動会 9月13日 

8時30分～町民グラウンド 

。敬老会 9月15日 10時 

町民体育館 

金田 町 

。環境美化の日（町内全域） 

9月20日（日） 

。福祉センターオープン 

9月19日10時（18日落成式） 

糸田町 

。敬老会 9月20日（日）10時 

町民体育館 

香春町 

。ふれあい朝市 

9月13日（日）・27日（日）8時～ 

香春町役場前 

。敬老会 

9月15日（火） 10時～ 

勤労者体育センター 

。福岡県民体育大会検り道大会 

9月20日（日） 9 時 

勤労者体育センター 

赤 村 

。敬老会 9月15日（刈10時～ 

住民センター 

大任町 

。敬老会 

9月15日（日）9時30分～ 

大任中学校体育館 

添田町 

。第2回英彦山サイクルタイ 

ムトライアル 

9月27日（日）9時添田小学校 

～津野～英彦山豊前坊 

川崎町 

。ザ・フライング、 ェレファンツ 

壮行会＆納涼花火大会 

9月12日田18時30分～ 

町民運動公園 

。田川郡身体障害者体育大会 

9 月13 日（日） 

川崎小グラウンド、町民会館 

I 

9 月は、健康増進普及月間です 



(6) 

国民年金生きがい講座に 

参加しませんか 

年金のしくみや人生プランを、専門の講師が 

わかりやすく解説する国民年金生きがい講座に 

参加しませんか。 

●い っ 第1班 11月25日困-'26日困 

第2班 11月26日困'-27日団 

●どこで 国民年金保養センター「太宰府」 

太宰府市連歌屋3-8-1 

●受診料 各班とも8,000円 

（一泊3食懇談会費込み） 

●資 格 満65歳未満の県内居住者 

●申し込み・問い合わせ 

10月15日から電話で受け付けます 

福岡県国民年金協会容092-622-6398 

（福岡県民生部国民年金課内） 

福岡県では、9月から 

土曜日は閉庁です

） 「完全週休2 日制」 にっいては、まず国の行政 

機関が今年5月から実施しています。福岡県で 

も、 9月から「完全週休2 日制」を決定。 

県庁をはじめ、保健所や福祉事務所、土木事務 

所などが休みになります。 

●次の県の行政機関は、土曜日でも業務を行い 

ます。 

ト県立病院 ト文化、スポーッ施設 ト警察 

ト県立学校（高等学校は第2土曜日は休み） 

行政書士の無料相談 

予

防

・

検

診

・

相

談

 

．
受
験
資
格
 
昭
和
 43 

年
4
月
2

日
か
 

う
に
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
間
い
合
 

3
名
ま
で
）
 

、
ー
ノ
 

「
牛
の
エ
サ
の
ハ
ミ
切
り
を
 

I

二
重
晃
、
コ
 

ら
昭
和
 50 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
 

わ
せ
の
電
話
番
号
が
容
 42 

1
0
1
1
9
 

．
参
加
費
用
 
無
料
（
昼
食
付
）
 

コ一 

し
て
お
け
よ
」
と
お
や
じ
、
 

‘
「
ほ
康
4
l
v

、、jl
 

れ
た
男
子
で
、
採
用
後
田
川
市
郡
内
 

に
変
わ
り
ま
す
。
 

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
 

輔
 

「
う
ん
」
と
自
分
。
小
学
校
の
 

扉
 3
0
(
)
 

」 
3~ 
（生後 
1
2
 

） 

紅 
2
5
{ 

の
ほ
か
に
も
「
慧
舞
繊
胃
で
鷺
鷹
 

昨m92651 

融 
鷲
響
携
誤
博
慧
 

o 10 

月
6
日
因
町
民
会
館
ノ
 

48
 

ケ
 

、 

・
受
付
期
間
 

9
月
 110 

8
、
 1
S
 

7
8
 

携
議
賛
棄
国
ア
》
（
蓋
加
渚
募
集
三
 

‘ 

（
内
線
2
3
8
5
）
ま
で
 

1
1
1
 
か
け
や
、
風
呂
掃
除
と
風
呂
 

13 

時
 30 

分
5
 14
 

時
 30 

一
次
試
験
 

110 
月
 25 

日
（
日
）
 

ぎ， 

・
・
 

ジ
」
」
ジ
」
』
も
仁
喜
一
 

、
ー
喜
灘
麟
蕪
喜
J

認

ー

ッ

 1!

 、
七
輪
の
火
お
こ
し
な
 

o .
6
'
y
 

()
J
' F
1
]i
j 

A. z
z
 

ケ
月
●
”
驚
齢
 
4.
A
. I
I
 

課庶
 

県
広
報
課
で
は
唯
誌
「
詳
一
舞
競
+
鷺
m
」・戸」 
t:
'
 

「8
「一藍 
C~ 

1
3
 

l
l
 

3
0
(
;
 

1
4
 

3～ 
い才未r
）、i
「り
 

4
4
 

葺650
憲
。
 

Q) L'
)
 

毅
護
:
紗
綴
か
葺
J
 JI
I 

I ,
A
. 瞬）叫」」い 
I
i
 

～騒8 

".
< 

」 1' 

」 L

 

1
3
1
8
B
H
8 -3
0
(
C
 

}
G
 

1
4
 

fl
rl
.
.
A
. Vz 30
ft
 

分2
)
(
 

.
難
 
9" V7
f
 

4 5- .
Z
 

1
6
8 U(*)
:: 

3
0
 

0) h
o
 

. Lj. j
a
19
5 

M
W
1
0
 

H
5
 

4
2
 

11
1 

278
 
:
/
 

JI ~ 7;
,
 

H- ,
I
~
9
- t
t
 

S 

28
 

B
囲
町
民
会
館
 

、
生
後
3
ケ月ノ 

現
在
、
火
災
等
の
発
生
と
そ
の
状
況
 

．
テ
ー
マ
 

芸
術
・
文
化
の
秋
を
満
喫
 

9
月
 114
 

B
m
、
 

aam
？一
 

一
ご
め
ん
難
き
冨
。
一
β
月
鷺
】
競
雄
 

13
 

時
 30
 

分
、
 14
 

時
 3～
 分
（
ー
 
1
4
 

ケ 
児、 

の
間
い
合
わ
せ
に
、
留
 45
 

1
0
1
1
1
 

．
ど
こ
へ
 

県
立
美
術
館
、
大
濠
公
園
 

.
0
 

1
2
ョ
知
ま
で
‘
膚
「
 

r
ン
与
・
誤
讐
一
然
あ
り
ま
媛
薦
繊
」
『
」
 

卿
防
職
員
か
郵
剰
国
 
9
Q
) t- 鮎」かK 
-1
z 

L
熱
麟
・
 1
Z
;f
t 

P
魂
夢
の
成
人
女
性
・
卿
「
か
 

劃
『
。
謝
翻
誇
質
謡
 

『
ロ
」
 illI
t
I
 

I
 I
t
 

f
i
 

」
巴
り
“
要
 
'
S
 

9
D
 

1騒
り
方
式
を
変
．
緯
融
難
報
 
1
1
 

5-
'
 

8 
m L1
1 

)I
I
;
:
 

警A
譲所 

Ir
f 

\ 
静
髪
証
施
-
 t_ 

一

 

．

採

用

予

定

数

 

消
防
士
若
干
名
 

更
し
、
 

速

や

か

に

情

報

を

提

供

す

る

よ

 

を
記
入
し
送
っ
 て

下

さ

い

（

1

枚

で

 

容
平
3
1
5

~
 

！
 

て
訂
正
し
ま
す
o
 

を開催 します 

●と き 10月1日困～3日田10時～16時 

●ところ 寿屋田川店 2階コーナー 

●相談内容。土地建物畔目続・営業許可 

。交通事故・自動車車庫証明・登録 

。各種契約・内容証明等の書類作成 

●問い合わせ先福岡県行政書士会 

I 田川支部谷4 6一1033 

不動産登記の無料相談 

を開催 し ま す 

’い っ 10月3日田 10: 00 -15 : 00 

●どこで 田川市民会館（田川市黄金ケ丘） 

容44一51 10 

●内 容 不動産の表示登記にっいて 

●問い合わせ 福岡県土地家屋調査士会 

田川支部容4 2一4179 

短歌交流大会の 

作品を募集します

西瀬戸短歌交流大会が、平成5年3月13日に飯塚市 

で開催されます。この大会に作品を募集します。 

’作 品 未発表作品2首まで（うち1首は題詠 

「海」なるべく瀬戸内を連想するもの） 

●応募期間 平成4年9月1日～11月10日 

●応募方法 応募用紙（赤池町教育委員会に配置） 

に記載の上郵送して下さい。 

●応募、問い合わせ先 

〒 812 福岡県博多区東公園7-7 

福岡県教育庁文化課容092-622-0003 
I I 


